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校長先生が昔から好きな言葉の一つにこの「以心伝心」という四字熟語があります。この言葉はもとも

とは仏教用語で、文字や言葉では伝えきれない悟りの神髄を師匠から弟子の心へ伝えることを意味して

いて、そこから今では「言葉を使わなくてもお互いの気持ちが通じ合うこと」を意味する言葉になったそ

うです。元来、日本という国の伝統的な文化では言葉にして伝えるよりも行動や態度から相手の気持ち

を読み取ることのほうがすばらしいとされてきています。そのため、「以心伝心」をはじめ、「不言実行」や「沈黙は金」と

いうように言葉にして言うよりは言葉ではなく態度や行動で示すことが美徳とされてきました。それはそれとして今も変

わらず、とてもすてきなことだと校長先生は思っています。 

ただ、やはり時と場合、相手によっては言葉にして伝えないときっちりと思いが伝わらないことがあ

るのも事実です。それで最近では「不言実行」という四字熟語をもじった「有言実行」という言葉すら生

まれてきています。また、みんなの学校での大きな学びの一つがコミュニケーション力ということも言

われていて、いかに相手に自分の思いや考えを正確に伝えることができるか、そのための技についても

いろいろな角度から毎日学んでいます。 

この２月の終わりには、年度末ということもあって、青パト・見守り隊感謝の集いや６年生の卒業コ

ンサート、６年生とのお別れ会など感謝の気持ちを伝える会が何度かありました。それぞれの会でプレ

ゼントや歌や演奏などで感謝の気持ちを伝えていて、とてもすてきだったし、その感謝の気持ちも十分

に伝わったようにも思います。ただ、やはりそのうえで言葉もあればさらにその気持ちが相手に伝わる

ように思います。青パト・見守り隊の感謝の集いでもお話しましたが、やはり毎日、出会った時に感謝の気持ちをもって元

気ですてきなあいさつがあれば、さらに感謝の気持ちが伝わるし、日々のちょっとしたことに対しても感謝の笑顔ととも

に「ありがとう」の言葉があれば、相手も感謝の気持ちでいっぱいになると思います。これからは「以心伝心」とともに

「笑顔でありがとう」を言葉にすることも心掛けていけば、この平岡小学校区がもっともっとすてきな居場所になると思

います。校長先生もチーム平岡の先生たちとともに心掛けていきます。平岡っ子のみんなも一緒に頑張っていきましょう！ 

【３月主な行事予定】           【３・４月主な行事予定】 

 ３ 火 ５年生産体験 

 ４ 水 １年人権の花表彰式 

１・２年情報モラル出前学習 

５・６年委員会活動 

 ５ 木 ６年中学校部活動体験 

 ６ 金 ２年居住地交流会 

１２ 木 ４時間学習 １３：３０下校 

１３ 金 卒業式予行 ４時間学習 １３：３０下校 

１６ 月 ４時間学習 １３：３０下校 

５年卒業式前日準備 １４：２５下校 

１７ 火 卒業証書授与式（１～４年休業） 

１８ 水 ４時間学習 １３：３０下校 

１９ 木 ４時間学習 １３：３０下校 

２０ 金 春分の日 

２３ 月 給食終了 大掃除 １３：４５下校 

２４ 火 修了式・離任式  

３時間学習 １１：４０下校 

２５ 水 春季休業開始（～４/７） 

 ７ 火 新１年入学式 

 ８ 水 １学期始業式 ３時間学習 １１：４０下校 

 ９ 木 ３時間学習 １１：４０下校 

１０ 金 ３時間学習 １１：４０下校 

１３ 月 ２～６年学校給食開始 通常学習開始 

１年３時間学習 １１：４０下校 

１４ 火 １年３時間学習 １１：４０下校 

１５ 水 １年学校給食開始 

１８ 土 学習参観 懇談会 PTA総会 学級委員総会 

２０ 月 代日休業 

２３ 木 ６年全国学力状況調査 

２４ 金 ６年全国学習状況調査（アンケート） 

２９ 水 昭和の日 
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令和 7年度 学校教育重点目標 

何にでもチャレンジ！何度でもチャレンジ！笑顔でチャレンジ！平岡っ子！ 

－自分の場所で 自分のペースで 楽しめる子－ 
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